
 

 

 

 

 

現時点では、飛沫感染（ひまつかんせん）と接触感染（せっしょくかんせん）の２つが考えられます。 

（１） 飛沫感染 感染者の飛沫（くしゃみ、咳（せき）、つば など）と一緒に 

ウイルスが放出され、他者がそのウイルスを口や鼻から吸い込んで感染します。 

 

（２） 接触感染 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、自らの手で周りの物に触 

れると感染者のウイルスが付きます。未感染者がその部分に接触すると感染者 

のウイルスが未感染者の手に付着し、感染者に直接接触しなくても感染します。 

 

 

 

 

 

 

 

普通に生活をしているだけで、知らないうちに手にはたくさんのウイルスや細菌がついてしまっていま

す。目には見えないからといって決して油断せず、「外出後」「トイレの後」「食事の前」など、こまめに

手洗いを行うようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初島中学校保健室 

令 和 ２ 年 ４ 月 

新型コロナウイルス感染症ってどうやってうつるの？ 

一人ひとりができる一般的な感染症予防策ってどんなこと？ 

＊＊＊ 手洗い ＊＊＊ 

（引用：首相官邸ホームページ） 



新型コロナウイルス感染症の予防として、クラスター（集団）の発生を防止することが重要です。日頃

の生活の中で３つの「密」が重ならないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

咳エチケットとは、主に感染症を他者に感染させないために、咳・くしゃみをする際、マスクやティッ

シュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえることです。感染拡大を予防するために

も、普段から咳エチケットを心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ ３つの「密」を避けよう ＊＊＊ 

＊＊＊ 咳エチケット ＊＊＊ 

新型コロナウイルス感染症についてのご相談は、最寄りの保健所又は県庁健康推進課へ。 

 

 連絡先 受付時間 

湯浅保健所 （TEL） 0737－64－1291 
９：００～１７：４５ 

（平日） 

県庁健康推進課 
（TEL） 073－441－2170 

（専用ダイヤル） 

24時間対応 

（土・日・祝含む） 

（引用：和歌山県ホームページ） 


